
　１０月は職業奉仕月間ですが、本日

の例会場変更は、米山記念館になりま

した。米山梅吉を偲んでロータリーの原点に戻りましょ

うという意図がございます。１０月号の「ロータリーの友」

を見ますと、“よねやまだより”の中にロータリー米山

記念奨学会資料が載っておりましたので抜粋しまして報

告させて頂きます。２６２０地区は２００７～２００８

年度には４２．８４１千円寄付をしてあります。又累計

で１．２１７．６７３千円になり一人平均は１２．４７

１円になります。功労者は２００７～８年度では１５９

人〔－１６人〕累計２．０２３人です。奨学生は２００

８学年度に２０人で累計では３１６人になっています。

　米山記念奨学会は、昨年７月１日に財団設立４０周年

を迎え、これまでに１万４０００人以上もの外国人留学

生を受け入れ、このうち韓国からは約３，６００人、全

体の２５％となり又、中国はなんと４７．１％を占めて

いますと、書いてありましたが対談の中に、気になるこ

とが一つありました。それは韓国では、「奨学生だった

ことがわかると何かにつけて不利で、そのために、経歴

を隠すことがあると聞いたことがありますが」という質

問をしました。勿論、金さんは否定をしましたが、同じ

事が中国にも言えるのではないかと感じたのは私だけで

しょうか？

１．ＲＩ認証ロータリー囲碁同好会主催により大会が行

われます。

　日　時　２００８年１１月２９日（土）

　会　場　日本棋院会館（東京、市ヶ谷）　１階ホール

　・興味のある方は　ご参加下さい。

２．長島操子さんが退会されました。

　　理由は、体の調子が良くないので自宅で静養したい。

　　理事会で承認されました。

３．ガバナー事務所より

　　１０月ガバナー月信が来ています。

４．沼津、吉原ロータリークラブより週報が来ています。

５．例会終了後　臨時の理事会を行います。

金澤征子さん：はじめての米山記念館です。少し早く来

ましたので、館内を見させていただきました。米山梅吉

翁の（少年時代から）生涯を少々垣間見ることができま

した。奉仕の精神を忘れることなく全うされた人生、素

晴らしく思いました。この次はゆっくりと館内を見させ

ていただきたいと思います。

小林勝君：本日は早退させていただきます。

保坂国夫君：本日は記念館への移動例会です。よろしく

お願いします。



■財団法人米山梅吉記念館の歴史

　米山梅吉記念館は昭和４４年３月２６日に設立され、

同年９月１６日に記念館（旧館）の建設になった。この

誕生を即したのは長泉町下土狩にあった米山梅吉の終焉（え

ん）の場所でもある、米山別邸の宅地分譲の情報であった。

　日本は戦後の混乱期を経て昭和３０年代に入り世相も

安定し、一応の成長を見るようになり、昭和３１年には

経済白書がもはや戦後ではない、とうたい揚げた。しか

し政治面では昭和３５年安保延長に大反対運動が沸き起

こり日本中が大混乱になり、安保騒動により退陣した岸

内閣の後、所得倍増論で登場した池田内閣の経済政策に

より日本は経済発展を遂げる事になり昭和３９年の東京

オリンピック、東海道新幹線、東名高速道路の開通と続

いた。

　そんな時期、米山翁が亡くなってから２０年を過ぎた

昭和４１年頃米山別邸が分譲に付される事が伝え聞いた、

地元ロータリアンらが米山別邸保存、そして記念館へと

かりたてていった。

１）米山別邸の由来

　米山は幼少の頃過ごした長泉の地をこよなく愛した。

長男。次男には郷里の古くから続く米山家にちなんだ名

前を付けた東一郎。駿二。桂三と米山は長泉の本邸とは

別に拠点を下土狩駅の近くに明治４２年１２月に３０９

３坪の土地を取得、東京に活動の中心を置く梅吉翁にと

って、駅に近い方が良かった筈であり、東海道本線が東

京新橋と神戸をつなぐ全線が開通したのは明治２２年７

月で丹那トンネルが開通するまでは国府津から御殿場を

経て沼津に至っていた。

　当初は裾野駅から沼津の間には駅がなく明治３１年６

月に下土狩に駅が出来たが当初は下土狩駅ではなく、三

島駅であったが下土狩から三島まで豆相鉄道が走ってい

て三島。伊豆方面への玄関口の役割を果たしていた。

　米山本邸と下土狩駅までは徒歩で３０分程の道のりで、

幹線鉄道の駅のすぐ目の前の約３５００坪の土地に大正

６年別邸の建築を木造２階建て１階が４２坪２階が２０

坪程のこじんまりした建物で前を見ると駿河湾、裏側に

は富士山が眺められて米山翁はこの別邸が気に入り、人

に来訪を進めていた。

　昭和１８年に前立腺肥大という病気となった晩年には

別邸で過ごすことが多かった。米山翁が別邸で永遠の眠

りに付いたのは昭和２１年４月２８日７８歳でした。

　お墓は鶴見の総持寺と上土狩の２箇所に分骨して作られ、

上土狩の墓石は終戦後で物不足でしたので、別邸の句碑

で間に合わせて作られています。

　句碑には（いさかひもなき　漫々の青田かな）と書か

れています。

　その後この土地は嗣子米山桂三の名義となり昭和２６

年５月多くの土地が知り合いの会社にわたって、資産家

である遺産の処理は大変だったと思います。

 
　又一時期に首相を務めた石橋湛山もこの別邸に居住し

た事もあったそうです。

　そんな時、約３５００坪の米山別邸が不動産会社に売

られ分譲されるという情報が地元のロータリアンから流

れた。

　近隣ロータリークラブの会員の何人かが米山別邸を保

存出来ないだろうか、由緒ある家屋敷を手にいれてロー

タリアンの為に保存しようと言うのである。

　この話の中心となったのが静岡ＲＣの鱸正太郎ＰＧで

鱸は昭和４０から４１年度の第３５９地区（当時は静岡、

神奈川、山梨）の直前ガバナーを務めた、そんな立場か

ら代表的な役割を果たす事になった。

　国際協議会参加の人々がポールハリスが住んだ由緒あ

るシカゴ郊外の旧宅を訪問する人が多い、わが国の「米

山記念奨学会｣が成功し、世界社会奉仕の一翼と成ってい

る。米山家は静岡県に縁が深く、米山家の墓地と旧宅が

長泉に残っている。この３点が公式訪問の頃から脳裏に

絡みあっていた。

　このことを三島、沼津、沼津北の３クラブの有志に打

ち明けたが土地会社の所有となり別邸の保存は不可能で

ある事を知りその代わりに米山家の先祖代々の梅吉翁の

ご子息、桂三氏（東京南ＲＣ、慶大教授）の地所に気づき、

桂三氏に会って記念館の説明をしてお願いした。桂三氏

は東京ＲＣを父が一人で作ったものではない、と辞退さ

れたが米山梅吉だけが創始者とは思わないが、代表者で

あり記念館内に協力された方々の遺品も陳列出来れば幸い、

と了解を求めた。

　建設に当たっては鱸ＰＧを委員長に沼津、沼津北、三島、

伊豆中央の方々が委員となり登記から設立準備、資金集

め等大変苦労されたようです。

　募金に当たって東京ＲＣとも相談され、地元である程

度資金が出来た上で全国のロータリアンに呼びかけると

して、静岡県東部の１１クラブで７００万円集め東京Ｒ

Ｃはじめ地元３５９地区はじめ全国のロータリアン、東

京ＲＣでは米山翁のけいがいに接した会員は１万円の追

加寄付をされた。

　そして目標１，７００万円が集まり昭和４４年９月に

創立開館した。敷地１５０坪建物２階建約４８坪で、そ

の後昭和５６年には関係者が苦労されて。隣地を購入し

約１，０００坪の敷地となった。

　そして記念館前の幹線道路の拡幅計画で図面を見ると

長屋門が道路にかかり、撤去しなければならない、それ

で東部３分区の会長を集めて意見を聞いて規模について

第２記念館はもう少し大きい建物を造る事に賛成者が多く。

建設費用、募金集め、運営費用等容易なことではないが



次回卓話

１０月１７日（金）１８時３０分
親睦例会

建物も３階建て２５０坪から３００坪と目標額は４億５

千万円とし平成８年２月３日に建設委員会を決めて募金

開始、東京ＲＣから７５周年記念事業で２千万。長泉町

から２千万の大口寄付を頂き平成１０年４月２８日長泉

ＲＣをホストとして新館の落成式をおこなった。

卓話の保坂君

伊豆ライスセンターの豪華お弁当

バランスは大丈夫でしたか？

米山記念館

かたくなに左手を挙げようとしない澤田さんと戸惑う兼子さん


